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ＴＯＭＯ Ａ 福島未来 ッ  

報告 

 

未来学園高等学校吹奏楽部顧問 貴文 

 

 

 

本校吹奏楽部 生 対象 成 月 月 期間 実

施  

目的  

音楽 理論 作曲 対 学 深  

視 身 付 人材 日本 代表 自信

身 機会 提供  

東 在住者 東日本大震災以降 東 地方へ 支援 対 感謝 米国 人々 伝

え  

い  

  

米日  

ッ  

支援 い 福島大学 誉教授 嶋津武仁氏 音楽指 い

 

 

内容 楽器 演奏 音楽教育 作曲 い 学 本校吹奏楽部 生徒

音楽 技術 高 う 音楽様式 作曲 音楽理論 自 専門以
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外 楽器 い 学 機会 提供 参加 高校生

日本 研修 後 「016 月 日 日 間 ワ

ッ 参加  

○０じＨ丁 ぞささ ベ  

 全体 際 ベ 月 日 開催  

 米日 役員 皆様 出席い

各方面 激励 言葉 い ッ 教育

部門副社長 ９.WじたちつＩ 氏 映像 挨拶 い  

 数曲演奏披露 後 説明 生徒 意見 意気込

い ワ ッ 確認 早 嶋津 誉教授 楽譜 書 方 基 音

楽理論 基礎 い 指 い
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○日本 ワ ッ 音楽講 以 日程 行わ  

第 回 月 日 月  楽曲 制作法  

第 回 月 日 日  音楽理論 楽譜 書 方 

第 回 月 日 火  音楽理論 和声 演奏法 

第 回 月 日 木  音楽理論 応用 基礎 

第 回 月 日 月  音楽理論 応用 応用 

第 回 月 日 月  楽曲 制作 演奏法  

第 回 月 日 水  楽曲 制作 演奏法  

第 回 月 日 火  発表 方法 準備 

第 回 月 日 金  発表 方法 準備 

 

全 回 講 嶋津先生 楽譜 基礎 演奏 変

奏曲 完成 寧 指 い  
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○ 研修へ 壮行会 

月 日 広 長 遠藤智様 役員 皆様 出席

い 研修へ 壮行会 開催 い  

吹奏楽 演奏 県大会へ 出 曲 演奏 後

生 交え 現在 状況 い 報告 演奏い  
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●い い 吹奏楽部 生 月 日～ 日 渡

ッ 音楽研修 参加 い

 

 

○ Ｆ ネ 空港へ到着 後 歓迎会 

 回 緒 組 い 家 現地

生徒 対面  

 歓迎 い  
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○最初 ッ 自己紹  

 Jつ上下じそ ッ J. ソ 教育法

合わ 体 動 創作 米日入 乱 自己紹 時間

最後 写真 演奏 並 椅子 方式 表
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○次 ッ 弦楽器 紹  

 ッ 担

当 い 弦楽器講 開講 ッ 内 質疑応答形式

生徒 質問 言葉 演奏 応え いう

生徒 初 弦楽器 興味津々 本校生 管打楽

器 合奏形態 唯 あ 奏者 脇.Hじそ上ぞそ

時代 第 奏者 活躍 音楽教育

ネ J.）Ｊa丁 氏 直接 指 い 流 本

校生 生徒 等 弦楽器

奏者 い  
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○次 管楽器 打楽器 紹  

 本校生 研修  

 打楽器 各奏者 弦楽器

紹 様 質疑応答形式 本校生 沢山質問 休憩時間 英語

奏法等 い い い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 9 - 

 

○次 音 触 う！ ッ  

 様々 楽器 音色 う 感 音 う 表現 使え

いう 目 前 様々 物体 自由 手 音 出

 

 音 感 表現 いう ッ あ  
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○研修中 生徒 親睦 深 あ

ッ ッ ッ 内 望

展望台 昇 晴天 恵 あ 」60ま う 広い

並 感動  
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○ 広大 眺望 満喫 翌日 曲 楽 う！ ッ

 

 Jつ上下じそ ッ 頭 体 起 後 ッ

曲 教育 副社長 ９.WじたちつＩ 氏 作品 析

多岐 わ 様々 楽曲 音符 図解 非常 興味深いワ

ッ 未来学園高校 音楽 授業 組 い 音楽 諸要素 知覚

感 音楽授業 様 方 音楽 専門

教育 施 い 作品解説 ベ ワ ッ  

 あ 慣 様子 見 う 臆

感 考え 発言 う 子

達 発表 聞い 多彩 感性 敏感 応 意欲的 組 大 影響

要因 い う  
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○ 日 後半 翌日 控え 実際

集 子 達 作曲 作品

本校生 演奏指 い 嶋津先生

異国 地 極 響 奏 い 日本 伝統曲

身震い  
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○ 研修中 昼食場所 色々 提供い  

 歌劇場前 音楽院 前 広場

昼食 出店 英語 飲料 買う いう貴 経験

現地 生徒 触 あ 積極的 親睦 深
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○ 月 日 土 い い 回 連 最終目標

演奏会  
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室 借 最後 調整 入念 行い  

 

い い 出発 会場 着 既 本番 舞台設営 完成 い 本番

へ向 準備  
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現地 子 達 作品 演奏 沢山披露 い  

い い 本校生 出番  

回 振 返 映像 流 観客 面 釘付  

葉郡出身 次生 人 変奏曲 本人達 自

言葉 葉 寄 う 盛 込

ッ 披露後 海 越え 本校吹奏楽部生

日本 音楽院 留学 い 駆 演奏  

所々 ッ 不安定 音 部 あ 皆 援護 異

国 地 最後 吹  

嶋津先生 客 緒 歌 締  

演奏後 沢山 方々 い い 激励

褒 言葉 中 葉 出身 葉高校卒業 方 い 葉郡 本

校生 頑張 い 姿 感動 い 印象的 原発事故 負 い福島

姿 い 思い  
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○帰国 ヶ月後 月 日 日 未来学園高等学校文 祭 来祭 般

公開 い い 研修 映像 覧い

現地 演奏 変奏曲 生 含 全員 演奏披露 報告会

い  

 ヶ月 経過 い 色褪 い魅力 放  

 

福島大学 誉教授 嶋津武仁先生 指 本校 月 毎月

編曲講 作品 生 手作 編曲作品 日

共演 披

露 い 研修 音楽研修

長い 歴史 中 々 い 感銘 緒

講 中学生 日間 交流 後 国際交流

大 文 多様 共生 意義 い 沢山学

 

機会 い 米日

ッ 皆様方 心 御礼申  


